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会長挨拶

　2014年５月に，日本創成会議から消滅可能性自治体という耳慣れない言葉で衝撃的な報告が発表され

た。2040年に20 ～ 39歳までの出産可能な女性人口がどれだけいるかを試算し数値化したものである。

それによると消滅可能性率が５割を超える都市が全国1,800の市町村の中で約半数の896自治体が該当す

るという。岡山県ではこのランキングに登場するのは①高梁市70.1％②備前市60.1％③吉備中央町58.2％

④笠岡市57.8％⑤玉野市55.4％である。

　我が街高梁市の数値が突出して高いことが目立つ。地域産業が疲弊しているため就業機会が減少して

いること，また，高梁地域で唯一残っていた産婦人科が産科部門を昨年末に閉鎖したのも痛手だった。

こうした若年層がどんどん住みにくくなる様々な事例でこの数値もなるほどと合点がいく。

　高齢者が多いために行政はこの年齢層に保護を加えているが，街の将来を考えるとむしろ若年層にこ

そ手厚い保護の手を差し伸べるべきだろう。先日テレビで放送されていたが山口県では，漁業・農業後

継者育成のために，研修者に対して月15万円の手当を出しているということだった。

　これから人口減少が顕在化してくれば，各々の自治体も躍起になって若年層の奪い合いが始まるだろ

う。人口が一万人を切ると行政機関の機能が十分に働かなくなり，人口減少はさらに加速するという。

　地域で会議を開いても高齢者が多く集まってしまうため，どうしても若年層の意見が通りにくくなっ

てしまう。若い世代のみを集めて会議を開き，彼らが地域に対して望んでいることを聞き取り，例えば

子育ての経済負担の軽減，教育費負担の軽減，育児休暇制度の改善など若年層の定着しやすい地域にな

るよう努めていく必要があるだろう。

　もう一つ重要なことは，東京一極集中を解消することである。首都直下大地震で首都圏が壊滅すると

予想されていることもあり，首都機能の分散が必要になってくる。それぞれの省庁を地方の都市に分散

していくことにより，それに関わりを持つ民間組織，会社も各地域へ流れていくことになる。地方の人

口流出が食い止められるだろう。また，このことにより今までどの地方都市もミニ東京を目指していた

が，地域により特色のある都市ができていくのではないだろうか。

　既に事態はかなり深刻なものになっている。一刻も早くできることから始めていくことが大切だ。こ

の人口減少問題は決して先送りしてはならない。将来世代に対する我々の責務である。

　 消 滅 可 能 性 都 市

　　　　　  一般社団法人 高梁歯科医師会

　　　　　　　　 　会　長　八　木　哲　哉
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　大久保日歯会長が今季限りでの勇退を表明した。

彼が静岡県歯科医師会長時代から親しくお付き合い

を頂き，一脈も二脈も通じるところがあった。内的

求心力に大きな功績があったと感じている。次期に

向けて早速，水面下でのさまざまな動きが伝わって

きている。来年１月の立候補届け出，２月選挙に向

けて今後も色んな勢力が蠢くのであろう。トップが

具備すべきは使命感（覚悟）と胆力。ここに尽きる

と考えている。

平成26年度 第51回
平成26年８月７日㈭

18：30～19：54

１．会長挨拶

　先日，TV番組「ワールドビジネスサテライト」

で３Dスキャナーによる歯型のデータ保存の特集

していました。また，日曜日にはNHKでも東日

本大震災時，歯型による身元確認のTV放送があ

りました。

　お盆休みに入りますので，遠方へお出かけの際

は十分ご注意してください。

２．報　　告

　　　各部委員会　７件

 本会関連の研修会・会議等　９件

 連　盟　　　１件

 学　院　　　３件

 事務局　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　50件

 連盟行事　県歯４件，日歯２件

 学院行事　　　12件

 国保組合　　　４件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　大阪歯科大学・朝日大学・明海大学 三大学

歯学部同窓会役員懇話会の開催と会長出席

（挨拶）依頼について

 日　時　９月20日㈯　19：30

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　⑵　 日本歯科医師会より「しっかり噛んで健康家

族　ロッテ チューイング・ランド」への協力

依頼について

 正式案内があってから検討

会　長　酒井　昭則
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 期　日　10月４日㈯～５日㈰

 場　所　コンベックス岡山

 行事名　おかやま元気まつり

　⑶　岡山県北方領土返還要求運動県民会議会費の

納入依頼について

 承　認

　⑷　明海大学歯学部同窓会岡山県支部会「社保研

修会」の開催と講師派遣依頼について

 社会保険部　対応

 日　時　10月18日㈯　18：30

 場　所　岡山県歯科医師会館

 講　師　西岡常務理事

　⑸　東京歯科大学 石川達也 元学長・名誉教授の

逝去に伴う大学葬の挙行案内について

 生花にて対応

 日　時　８月31日㈰　

 　　　　葬儀 14：00 ～ 15：00

 　　　　告別式 15：00 ～ 16：00

 場　所　東京歯科大学水道橋校舎新館

 　　　　血脇記念ホール

　〔検討事項〕

　⑴　岡山県薬剤師会より平成26年度四師会懇談会

開催可能日の伺いについて

 10/22，11/19　の両日が都合悪い

 期　日　10月15日㈫～11月28日㈮迄の 月～金

 時　刻　午後６時30分

　⑵　平成27・28年度「生きる力をはぐくむ歯・口

の健康づくり推進事業」推進学校（地域）推

薦について

 公衆衛生部対応（県教育委員会に依頼済　真庭 

              地区の小学校を打診）

 期　限　11月14日㈮

　⑶　岡山救急医療研究会第16回学術集会の開催と

演題募集について

 学術部対応（演題応募は無し）

 日　時　11月８日㈯　13：00 ～ 17：30

 場　所　岡山国際交流センター

 演　題　９月17日㈬迄

　⑷　本会入会申込みについて

 いずれも承認

 正会員　杉
すぎ

　　　容
よう

（岡山市歯科医師会）

 正会員　宮
みや

尾
お

　亮
りょうじ

次（小田歯科医師会）

５．閉　会　（藤井副会長）

理事会

今日の視点（清水裕雄）

　最近何かと歯科関係の報道が新聞，週刊誌，TV番組で取り上げられています。技術革新の面では，工業

界で一般的なCAD/CAMも既に歯科保険診療に導入され，一般市民に対して情報が流れているのは皆さん

ご存知のことでしょう。

　理事会冒頭で，「３Dスキャナーで歯型をクラウドに保存，補綴情報や災害に備える」という内容のTV

番組のビデオを視聴しましたが，これを一歯科技工士が事業として展開しているといいます。するしない

に関わらず，歯科医療に携わる者として正しい知見を持ち患者に情報提供することは，最低限必要と思わ

れます。学術部では11月16日秋季歯科医学大会「CAD/CAMと接着―今，臨床に必要なもの―」を予定し

ていますので，是非ご参加ください。
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平成26年度 第52回
平成26年８月21日㈭

18：30～19：35

１．会長挨拶

　先日の台風の際，笠岡市から避難勧告のメール

が来ましたが，実情は避難する程ではありません

でした。広島市の土石流に関連し，避難勧告の是

非がテレビ等で評論家により論議されています

が，避難勧告の「空振り」に関し「空振り」でも

勧告は必要と言っています。しかし，「当り」が

あるから「空振り」があるので，「空振り」ばか

りが続くと誰も信じなくなります。国民との一定

の信頼関係を築く事が必要です。

２．報　　告

　　　各部委員会　２件

 本会関連の研修会・会議等　７件

 連　盟　　　３件

 学　院　　　３件

 国　保　　　１件

 事務局　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　45件

 連盟行事　県歯３件，日歯２件

 学院行事　　　10件

 国保組合　　　３件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　岡山県保健福祉部医療推進課より「岡山県医

療対策協議会 新たな財政支援制度検討部会」

の開催と委員推薦・出席依頼について

 黒住副会長　出席

 日　時　８月26日㈫　13：30 ～ 15：30

 場　所　岡山県庁

　⑵　平成26年度社会保険指導者研修会の開催と受

講依頼について

 西岡常務，田頭理事，石戸理事　出席

 日　時　９月17日㈬　11：00 ～ 16：00

 場　所　日本教育会館

 受講者　概ね　６名　以内

　⑶　「平成26年 勝歯会 加藤勝信衆議院議員を囲

む会」の開催と臨席依頼について

 三役出席（18：30集合で懇話会の説明，挨拶

の後，会長は三大学へ）

 日　時　９月20日㈯　19：00 ～ 21：00

 場　所　倉敷国際ホテル　桜花の間

 ご案内　本会三役

　⑷　岡山県青色申告会連合会役員協議会の開催と

出席依頼について

 欠　席

 日　時　９月25日㈭　15：30 ～ 17：20

 　　　　（懇親会 17：30 ～ 19：00）

 場　所　えきまえミヨシノ

　⑸　岡山県栄養士会より法人設立30周年記念式典

及び祝賀会の開催と臨席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　11月15日㈯　式典　17：00

 　　　　　　　　　　祝宴　18：00

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　〔検討事項〕

　⑴　平成26年度 第19回中規模県歯科医師会連合

会協議題（紙面会議）について

 大嶋専務が対応（学術部分は学術が対応）

 回　答　９月12日㈮

　⑵　平成26年度 四師会懇談会の開催予告につい

て（正式文書は未着）

 理事会メンバー出席予定

 日　時　11月26日㈬　18：30

 場　所　岡山プラザホテル

５．閉　会　（石戸理事）
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平成26年度 第53回
平成26年８月28日㈭

18：30～19：53

１．会長挨拶

　大久保日歯会長から電話があり，今期限りで引

退するとの事でした。多大な業績，功績を残され

たと感じ，大変残念な思いでいます。

２．報　　告

　　　各部委員会　６件

 本会関連の研修会・会議等　10件

 その他　　　２件

 連　盟　　　１件

 学　院　　　４件

 国　保　　　１件

 事務局　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　37件

 連盟行事　県歯４件，日歯２件

 学院行事　　　６件

 国保組合　　　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　日本歯科医師会より「介護保険・認知症関係

アンケート調査」の実施と協力依頼について

 公衆衛生部対応

 締　切　９月12日㈮

　⑵　8020推進財団より「歯科医療による健康増

進効果に関する調査研究」への協力依頼につ

いて

 選　定　本会会員30名（地域性を考慮）

 締　切　９月12日㈮

 謝　金　30万円（本会口座へ振り込み）

　⑶　平成26年度岡山県保健衛生功労者表彰式の挙

行と臨席依頼について

 酒井会長，西岡常務　出席

 日　時　10月30日㈭　15：00 ～ 16：00

 場　所　岡山県庁

 返　信　９月18日㈭

 歯　科　知事表彰　５名

今日の視点（田頭一晃）

　広島市北部で起きた土砂災害が深刻化しています。広島県警はこれまで７人としていた行方不明者が51

人になったと発表されました。死者39人のうち31人の身元が判明し，残る８人と行方不明者の重複はほぼ

無いとしており，死者・行方不明者数は計90人にのぼる見通しとの事です。県警などは約3,400人態勢で懸

命の捜索を続けており土砂災害としては過去最大級の被害とみられ，捜索が長期になれば，本人確認が難

しくなり益々深刻な事態となってしまいます。私自身，具体的な方法等は模索中ですが，東日本大震災の

時と同じく今回も強く感じた事として，ひとり一人の口腔内状態を予め登録しておき，万が一の時には，

その登録と照合ができるようなシステムが今後は必要になると思います。歯科医師として診療以外でも貢

献できる一つの方法とも考えております。このようなシステム構築については難しい部分もあるとは思い

ますが，関係団体等にも協力をお願いし，県歯として全力で取り組めば決して実現は不可能ではないと思

います。
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 　　　　保険福祉部長表彰　６名

　⑷　「日歯広報」コラム 『都道府県通信』執筆依

頼について

 広報部対応

 締　切　10月１日㈬

 掲　載　平成26年10月15日号

〔検討事項〕

　⑴　日本歯科医師会より災害時における各都道

府県歯科医師会間の協定に関する再調査につ

いて

 渉外部対応

 締　切　９月26日㈮

　⑵　本会入会申込みについて（８月11日入会）

 承　認

 正会員　阿
あ べ

部　浩
こう

作
さく

（玉野市歯科医師会）　

５．閉　会　（黒住副会長）

今日の視点（黒木祐二）

　８月10日㈰に開催予定をしていた「木下大サーカス鑑賞会」が台風11号の影響で中止となってしまいま

した。当初300名を予定していましたが，参加希望者が多く急遽500名に増やしての開催の予定でした。た

くさんの方が楽しみにされていたと思いますが非常に残念です。ただ，幸いにも岡山においては台風11号

の影響はほとんど受けず，台風による大きな被害はなかったと聞いています。しかし，その後８月20日に

広島で発生した豪雨では広島市北部の住宅街で多くの土砂災害が発生し，72名の方がお亡くなりになり，

今も２名の方の行方が分からない状態です。

　９月１日防災の日に合わせ，岡山県では８月31日㈰に南海トラフ大地震の発生を想定し，総合防災訓練

が開催される予定です。岡山県歯科医師会でも大規模災害に備え県民のために何ができるか，執行部では

現在協議を行っております。

資格関係誤りレセプトの発生防止にご協力ください
　平素は，支払基金の業務運営に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて，資格関係誤りレセプトの発生防止につきまして，受診時における被保険者証等の資格確認等をお
願いしているところです。
　また，支払基金では，平成23年10月から「オンラインによる請求前の資格確認」により，資格不備なレセ
プトを保険者に請求する前に，医療機関等へ返戻する取り扱いを開始し，発生件数の減少に努めています。
　つきましては，下記のことにご留意いただき，資格関係誤りレセプト発生の未然防止への取組みに特段
のご協力をお願いいたします。

記

１　診療の都度，保険証（カード）等の提示を求め資格の確認をお願いします。
２　保険者番号・記号番号等のレセプトへの転記（入力）にあたっては，転記（入力）誤りがない
よう確認願います。

３　公費負担者番号・受給者番号のレセプトへの転記（入力）にあたっては，転記（入力）誤りが
ないよう，また，受給者証等の有効期限も併せて確認願います。

支払基金からのお願い
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第13回警察歯科医会全国大会
　「人が受ける最後の医療　～警察・医科・歯科

の連携～」をテーマに，平成26年８月23日徳島

市のホテルクレメント徳島で開催された。

身元確認研修会
　今年は初の試みとして，大会前午前10時より

「歯科医師が担う安全・安心な社会生活」と言う

テーマで歯科所見による身元確認研修会が行わ

れたのでそれにも合わせて出席してきました。

＜講演＞

　　１．デンタル写真１枚でも十分身元確認が可能だった事例

　　２．身元確認に資する生前・死後記録作製に関わる留意点

　　３．鑑定書作製の留意点

　　４．大規模災害の身元確認訓練はどうあるべきか？

　上記について講演とディスカッションが行われた。１～３については，特に目新しいことも無く，岡

山県警察歯科医会の研修会の方がはるかに内容も充実していると感じた。最後の演題は岩手医科大学医

学部法医学教授の出羽 厚三教授によるもので，赴任して間もなく起こった東日本大震災の経験と反省

を元に，あるべき防災訓練とはどういうものかということを述べられ，誠に傾聴に値するものだった。

　それによると，日本人の特性として「憂いあって備え無し」の状態であり，「現状のままでは何も出

来ない」という自覚からスタートすべきで，早急に訓練をより広域化し，リアリティーを持たせる必要

がある。特に法医学会・法歯科医学会・歯科医師会が中心になる訓練の必要性を説かれた。

　災害の被害規模や死者数は最終的に確定されるものであり，従来の「・・市でM8.0の直下型地震発生，

死者・・人が発生」と言った様な訓練でなく，あるべき防災訓練は，被害規模・死者数の推定やそれに

対処する人員の計算・配置，特に誰（何）をどこへ，何日間と言うLogisticsに考える訓練が必要で，そ

れを担うコーディネーター育成の必要性を述べられた。

シンポジウム
　午後からはメインテーマである「人が受ける最後の医療～警察・医科・歯科の連携～」の講演とポス

ターセッションが行われた。

　それに先立ち，主催県の徳島県歯科医師会 和田 明人会長，主催者日本歯科医師会 大久保会長，来賓

の警察庁官房 萩野　徹審議官などの挨拶があり，徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部法医

学分野 西村 明儒教授の座長のもと，５題の講演が行われた。
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　最初に千葉大学医学部法医学教室の斎藤 久子准教授（歯科医）による，「大規模災害対応および身元

確認の体制―フィンランド（DVI）および米国（DMORT）について―」と言う講演が行われた。

　2011年日本では東日本大震災においてかつて経験したことの無い数の身元確認作業を行った。海外に

おいても大規模な自然災害やテロ等が起こっており，各国も災害対応の一つとして身元確認作業を行っ

てきた。その中でも身元確認先進国と言われるフィンランドのスマトラ沖大地震における国際刑事警察

機構（International Criminal Police Organization：ICPO）の DVI （Disaster Victim Identification：災

害犠牲者身元確認）での身元確認の実際（179名のうち174名の身元が判明し，そのうちの112名68%は歯

科所見によって同定）と2001年に発生したアメリカ同時多発テロ事件のDMORT（Disaster Mortuary 

Operational Response Team：災害時遺体管理対応チーム）の対応が紹介された。

　その中で特筆すべきは，両国とも国がイニシアチブをとり，犠牲者身元確認の専門チームをすぐに立

ち上げ派遣できると言うシステムが出来上がっていることである。すなわちフィンランドでのチーム構

成は，法医学者，歯科法医学者，技官（警察官），カメラマンの４名，アメリカでは検視官，検査技師，

法医学者，法人類学者，歯科法医学者，歯科助手，放射線科医，放射線技師，指紋専門家，DNA専門

家，メンタルヘルス専門家それに葬儀管理者が入り，遺族のケアを念頭に入れた遺体管理体制が構築さ

れている。

　また諸外国における大規模災害時の対応は下記の特徴があり，

　　１．死因究明の進んでいる国では国が主体となり災害時の対策を構築

　　２．大規模災害時の個人識別はITを活用

　　３．歯科所見を用いた身元確認は7割にのぼる

　　４．生前の歯科資料の収集は，日本に比べ容易である

　　５．日頃から国主体の訓練を行っている

　上記に照らして災害大国日本が今後行うべきことは，

　　１．国が主体で大規模災害時の身元確認システムを早急に構築する

　　２．自国内でのデンタルチャートおよび用語の統一を早急に行う

　　　　（複数県に渡って起こるのでICPO式を検討する）

　　３．IＴの活用（Ｘ線画像の活用，生前記録・死後記録のデータベース化）を急ぐ

　などの提案で締めくくった。

　

　続いて神戸日赤病院心療内科部長 村上 典子先生が，「災害時における家族（遺族）へのグリーフケア

と救援者のメンタルヘルス」と題して講演された。

　大切な人やものを失った時に生じる身体的・心理的・社会的反応を悲嘆（グリーフ：Grief）と言い，

遺族へのグリーフケアとは，「遺族がその人なりに悲嘆のプロセスをたどって行くことをサポートするこ

と」であり，急性期災害医療と長期的遺族支援の架け橋であると言える。同じDMORTであっても先生

の話は遺族のケアに軸足を置いたものであり，先生が主催されるDMORT研究会に多くの歯科医の参加

岡山県警察歯科医会
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を求められたが，実際このような試みに歯科医として

どのような局面で参加できるのか，具体例がなかった

ので疑問が残った。

　また災害救援者へのメンタルの重要性も述べられ，

先の大震災での医療救援者の無力感やストレスへの対

応は十分だったのかとの指摘もされていた。これに関

して私は日本歯科医師会がいち早く，東北３県で身元

確認作業に従事した歯科医に，精神科医 香山リカ先生

を中心とする相談室を開設され，PTSDに対処されたことは，先見の明があったと感じた。

　突然ですが，会員の皆様は海堂　尊著のTVドラマにもなった「チームバチスタの栄光」をご存知だ

と思います。これにより一般社会にも死亡時画像診断（Autopsy imaging : Ai）への関心が高まるとと

もに，近年検案に医科用CTを導入する施設が増加し，歯科所見を用いた個人識別にもCT画像が活用さ

れるようになった。

　今回の大会では緒に就いたばかりのCT画像を用いた個人識別にもスポットがあてられ，まだまだ問

題もあるものの将来的には個人識別のツールとしての有用性が討論された。

　CTによる個人識別の一番の利点は，組織を破壊することなく内部情報が得られ，再現性が高く長期

にデジタル画像として保存できる点である。

　欠点は専用の装置，ソフトまた高い知識と技術を要することである。

　まずは先にも述べた国が主体となり，身元確認（個人識別）のシステム作りと，歯科にあっては自国

内でのデンタルチャートおよび用語の統一が急務と改めて認識させられた。

ポスターセッション
　今回のポスターでは岡山県各支部の身元確認研修会で行っている新潟プロジェクトに沿ったマークシ

ート記入実習等を含む，歯科診療情報の標準化に関する実証事業の報告も行われ，今後の検討課題も報

告された。また国際的にも身元確認に向けた歯科データセットの国際標準化の動きが2013年に始まり，

ISO（国際標準化機構）において法歯学的識別の標準化に関する検討が開始され，今年から具体的な検

討に入るとの報告も行われた。

　また東日本大震災を契機に道府県警察本部に配備されたポータブルレントゲンの有用性に付いての報

告も多く見られ，ご遺体の早期返還に寄与していることが報告された。それに関連しポータブルレント

ゲン装置の安全管理や撮影法に付いての報告も見られた。

　また近年DNA検査の精度の向上に伴い，DNA型検査への偏重がもたらす危険性を危惧する発表も見

られ，様々な個人識別法の特性を理解した上での総合的運用が必要と結論付けていた。

（警察歯科医会理事　渡辺　治）

岡山県警察歯科医会
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「平成26年度総合防災訓練」参加報告
＊日　　時：平成26年８月31日㈰　９：00 ～ 13：00

＊会　　場：岡山港福島地区耐震バース

＊提 唱 者：岡山県防災会議他

＊参加機関：岡山県，岡山県警，自衛隊，海上保安部，医師会，歯科医師会他

＊参 加 者：（岡山県警察歯科医会）橋本真治，谷 俊彦，横見由貴夫

　事前に事務局からもらった地図を頼りに標記会場に向かいましたが，途中で道に迷ってしまい駐車場

にたどり着いたときには約束の午前８時を過ぎてしまいました。昨年は台風の影響で中止になりました

ので，岡山県警察歯科医会としては，今回が検視，身元確認訓練への実質的な初参加となりました。

　訓練想定として「南海トラフを震源域とするマグニチュード9.0の地震が発生し，県南部では震度６

強，県北部で震度５強を観測，県南部を中心に液状化，土砂崩れ，家屋の倒壊，建物火災等による被害

が相次ぎ，電力，通信，水道，ガスのライフライン施設にも損壊が生じている。沿岸部では高いところ

で約３mの津波が到達し被害が拡大した」のアナウンスの後，定刻の午前９時から標記訓練は始まりま

した。

　伊原木知事による宣言の後，緊急地震速報を受けて各

自の安全確保行動（頭部の保護）に始まり，ヘリコプタ

ーやオフロードバイク等による情報収集・伝達訓練，巡

視艇による海上からの非難の呼びかけ，倒壊家屋や埋没

車両等からの被災者の救出，トリアージへと進み，搬送

された被災者のうち死亡が確認された方の検視，身元確

認へと進行しました。遺体役のダミーを使って，警察官

による全身の検案の後，医師により死因（圧死）の特定があり，指紋採取のシミュレーションが行われ，

デンタルチャート作成へと移行しました。橋本常務理事が開口器を使って一歯ずつ歯科所見を読み上

げ，谷理事が記録しもう一度口腔内をチェックして当日最大の役割を終えました。

　関東大震災の発生日である９月１日は「防災の日」と定められており，前後一週間が「防災週間」と

なっています。当日は，体験・展示コーナーも設置されており，様々な機関による防災グッズの展示，

建物の耐震化に関する取り組みの紹介，災害用伝言ダイヤル（171）の説明などもありました。

　災害はいつも突然起こります。いざという時にしっかりと対応できるよう，平常時から様々な準備を

しておくことが大切です。災害時に迅速かつ的確に行動するためには，日頃からの防災訓練は不可欠な

のかもしれません。医院においてもいざという時を想定して，緊急時に誰が何を持ち出すかを決めてお

くことや，非常備蓄品を備えておく必要もありそうです。また，災害後のスタッフとの連絡方法につい

ても確認が必要です。日本は世界有数の地震国であることは忘れないようにしたいと思います。

　当日は，朝から岡山市歯科医師会専務理事の熊代直樹先生も参加されていました。皆様，お疲れさま

でした。 （専務理事　横見由貴夫）

岡山県警察歯科医会
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身元確認のページ

＊場　　　　所：笠岡警察署

＊検死歯科医師：五十嵐　克志 先生（笠岡市歯科医師会）

＊検 死 月 日 等：平成26年７月29日　午後５時　変死体

＊事 件 概 要：付近住民から「最近姿を見ない」旨の情報により，笠岡市内のアパートの一室でミイ

ラ化した女性死体を発見。通院歴から判明した歯科医師が，死後記録と生前記録を作

成・照合し身元を確認したもの。

（五十嵐　克志 先生からのコメント）

　笠岡警察署より「ミイラ化した女性死体が発見され，岡大にて検死と簡易DNA検査を行ったが身元

が確認できないので協力をお願いしたい」との連絡が入りました。情報提供された氏名と生年月日によ

り，２年前まで通院されていた患者様と一致し，カルテとパノラマ等を準備し，岡大からご遺体が帰っ

てくることの連絡待ちとなりました。連絡が入り，「時間を調整し自分の車で行きます」と言ったとこ

ろ「警察車両での送迎が決まりです」ということで，警察車両に迎えに来ていただきました。

　ご遺体と対面しましたが，生前の面影はない状態でしたので，合掌し口腔内を拝見させていただきま

した。歯数も処置内容も一致し，警察の方が持ってきて下さった器に入ったまま発見されたデンチャ―

も，口腔内に戻すときっちりと収まったことにより，本人と確認させていただきました。患者様が，指

示通りに就寝前にデンチャ―を手入れし保管していてくれていたことを思うと，胸が熱くなりました。

　確認自体は，時間がかかりませんでしたが，その後の報告書作成には時間をとりました。無事に身元

確認が終わり，ご家族の元にお返しできたことに安堵しております。

岡山県警察歯科医会

　お亡くなりになった患者さんも，先生に感謝されていると思います。

　警察車両での送迎は，何人かの先生にお尋ねした範囲では必ずとは限らないようです。

　前号での，携行品，照明の件について県警と話し合いましたが，万能開口器以外の検死に必要な器具，

用具はほぼ揃っているそうです。ライトもご迷惑をおかけしないような明るいものを準備しますとのこ

とでした。
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平成26年 
８月 21日 ㈭ ▶26年度SCRP 優勝は道家碧さん
     過去最多の28校が参加

    ▶日本人の平均寿命 男性も80歳超え 女性は86.61歳

　  25日 ㈪ ▶　　　　　　歯周病が55.9％でトップ 府歯がインターネットで調査

(122)(122)(122)

京 都 府 民 が
求める歯の情報
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

９月 １日 ㈪ ▶岡山大学 日中の噛みしめ歯の崩壊に関与

  ３日 ㈬ ▶ハマスゲの根塊を食べて予防？
     スーダンの考古学資料

  ４日 ㈭ ▶25年度概算医療費 歯科２兆7174億円
     厚労省 総医療費構成比は0.1ポイント減

  10日 ㈬ ▶歯科1件当たり点数 過去10年で118点の減
     　　　　　  医療保険合計金額は前年度比0.6％増25年度医療

保 険 統 計
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「晴れの国 和太鼓まつり」 もも丸くんＰＲ活動！
　平成26年９月13日㈯・14日㈰の二日にわたり「晴

れの国 和太鼓まつり」が総社市民会館と神が辻

プラザ野外スデージにおいて開催されました。

　14日㈰の “ご当地キャラなど大集合” に，岡山

県歯科医師会から「もも丸くん」が参加すること

になり，三宅秀典先生（文化事業部会）と石井源

久（広報部）が行ってまいりました。　　　

　当日は朝から晴れて“まつり日和”でしたが，「も

も丸くん」にとっては大変暑い日でした。ステージでのＰＲは13時半から約５分間だけの予定でした

ので，控室でゆっくりと出番を待つもりでしたが，“キャラ１グランプリ” なる来場者による人気投票

が行われ１位～３位を決定するという事で，10時ごろから炎天下の会場での10キャラクターによるＰＲ

合戦になってしまいました。歯科医師会としては，５月末に開設したホームページ「見て聞いて学ぼ

う！もも丸アイランド」と10月から各地区で行われる「ブランチプロジェクト」のＰＲに加え，歯ブラ

シ100本（子供用50，大人用50）ともも丸アイランドシール100枚の配布を行いました。時間と場所の制

約のある中，県歯としてのＰＲ・啓発活動は十分に行えたと思いますが，“キャラ１グランプリ” で「も

も丸くん」が入賞を逃したのは残念でなりません。ちなみに１位は「きんとくん」（勝央町役場），２位

は「ちゅっぴー」（総社市役所 人権・まちづくり課），３位は「ももっち・うらっち」（岡山県庁総合政

策局公広報課）でした。

　歯科医師会として，歯科医療とは違う分野の “キャラ１グランプリ” 等に徹することの難しさを知りまし

た。また，当日会場で応援して頂いた県歯事務局の方々や倉敷の衛生士の方々，本当にありがとうござい

ました。　 （委員長　石井源久）
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１．報　　告

　⑴　７月新入会員　２名

　⑵　平成26年度 第１回 審査委員・検討委員連絡協議会　７月５日㈯　16：00　５Ｆ大ホール

　⑶　個別指導　１医療機関（会員）　７月10日㈭　14：00　薬業会館

　⑷　同窓会社保講習会

　　　　大阪歯科大学岡山県同窓会　７月12日㈯　16：30　５Ｆ大ホール　久門田 検討委員

　⑸　支払基金幹事会　７月14日㈪　14：00　

　　　　・平成26年４月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　100.01％　　件数　100.4％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　 92.2％　　件数　 89.2％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年３月診療　　岡山県　1,286.2点　　全国平均　1,277.4点

　　　　　　平成25年３月診療　　岡山県　1,308.9点　　全国平均　1,308.4点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 98.3％　　全国平均　 97.6％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年３月診療　　岡山県　1,053.9点　　全国平均　1,084.6点

　　　　　　平成25年３月診療　　岡山県　1,057.5点　　全国平均　1,099.7点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 99.7％　　全国平均　 98.6％

　⑹　社会保険部小委員会

　　　　・７月16日㈬　20：00　第６会議室　西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤 委員長，佐藤 副委員長，友澤 副委員長

　　　　・７月23日㈬　20：00　第３会議室　友澤 班

　⑺　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会

　　　　７月29日㈫　13：30　西岡 常務理事　歯科の新規指定医療機関なし

　⑻　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　　平成26年３月診療　　国保　1,344.9点　　後期高齢者　1,546.9点

　　　　　　平成25年３月診療　　国保　1,366.6点　　後期高齢者　1,569.2点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 98.4％　　後期高齢者　 98.6％

　⑼　社保相談窓口報告

　⑽　そ　の　他

　　 第14回　社会保険部検討委員会報告
平成26年８月２日㈯ 　16：00 ～ 19：00
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２．行事予定

　⑴　新入会員社保研修会　８月２日㈯　19：00　５Ｆホール　対象18名　 出席14名　 欠席４名

　⑵　中国地方社会保険医療協議会総会　８月４日㈪　14：00　広島法務総合庁舎　西岡 常務理事

　⑶　個別指導　１医療機関（会員）　８月７日㈭　14：00　薬業会館

　⑷　審査・検討小委員会　９月６日㈯　15：00　第１会議室　

　　　　　　　　　　　　　10月４日㈯　15：00　第１会議室

　⑸　第15回　検討委員会　９月６日㈯　16：00　第３会議室

　　　第16回　検討委員会　10月４日㈯　16：00　第３会議室

　⑹　平成26年度社会保険指導者研修会　９月17日㈬　日本教育会館（一ツ橋ホール）

 西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　⑺　同窓会社保講習会

　　　　神奈川歯科大学同窓会岡山県支部　９月20日㈯　18：00　第３会議室　森下 検討委員

３．協     議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　改定後「診療報酬改定 地区講習会」Ｑ＆Ａについて

　⑶　地区講習会について

　⑷　冊子等作成について

　⑸　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について

　⑹　そ　の　他

社会保険部
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平成26年度新入会員社保研修会報告

　上記の研修会が平成26年８年２日㈯ 県歯会館にて午後７時～午後９時30分まで開催されましたので

報告します。

　当日は14名の先生方が出席し，保険診療の基本的ルール，個別指導，診療録記載上の留意事項，保険

請求上のポイントなどについてスライドによる解説を行いました。

　その後，個別面談方式に移り，出席の先生と担当の検討委員の先生により，カルテ等を見ながら指導

と質疑応答が行われました。出席された先生方にとって，日頃の疑問点の解決，新しい発見等有意義な

研修となっていれば幸いです。

　個別指導に対しての不安，日常の診療・請求業務に対する疑問点などありましたら，是非，当日担当

になった検討委員や地区歯科医師会の検討委員へ質問，相談をして下さい。また，県歯の社保相談窓口

もご活用頂きたいと存じます。

　前回の改定より発刊をした「保険請求の手引」を今回の改定でも新たに作成をしました。前回同様，

青本の内容に出来るだけ沿うように心がけ，〔摘要欄〕，《カルテ》，〔レセプト〕等の記載内容も充実を

させており，「県歯注釈」として点数算定の留意点，疑義解釈の決定事項等の記載もしており診療に役

立つ内容となっています。また，巻末には「施設基準の届出」「診療録及び診療報酬明細書に使用でき

る略称」「摘要欄 記載要領」「最少支台歯数によるブリッジの設計」も掲載しており，検討委員会総力

をもって作成をさせて頂きました。本日の研修会に出席の新入会員の先生方はもちろん，全会員の先生

方への一助となることを確信しております。

（検討委員　岡本公宣）

現在，レセコンによる紙レセプト（すでに免除届を出している医療機関は除く）の請求

をしている医療機関（７月10日現在，178医療機関）は

平成27年４月診療分より，電子レセプト請求か手書きの紙レセプト請求に移行

しなければなりません。移行への準備は進んでいますか？

「電子レセプト移行相談窓口」を開設しましたので，ご活用下さい。

（※ご質問等は県歯事務局までＦＡＸでお願いします　FAX番号　086-224-8561）
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平成26年度岡山県歯科医師会生涯研修セミナー　後記
　平成26年度７月27日に県歯会館５階大ホールにて，生涯研修セミナーが開催されました。講師には，
大阪府豊中市でご開業の山本浩正先生と山本歯科に勤務されている宮本さくら歯科衛生士をお招きし
て，「教えて！Dr.Hiro ～歯周病治療の基礎プロービングからSRPまで～」と題して，ご講演をいただ
きました。
　今回は，プロービングからSRPまでのスキルに関して，エビデンスや経験・感性を重視して臨床に
携わることの大切さを教えていただきました。ユーモアに富んだご講演で，時間の過ぎるのを忘れてし
まうようでした。
　

〈講演要旨〉
　１．プロービング（山本先生）
　　　①どのようなプローブを使うのか？
　　　　　信頼のおけるメーカーのプローブを選ぶ。
　　　　　同じメーカーで，同じ目盛り間隔のものを使う。
　　　　　６点方法でプロービングするのがよい。
　　　②どのようにプロービングするのか？
　　　　　術前に歯肉の痛みが出そうな部位を予測する。
　　　　　術者と記録係の２人がかりで，ポケット測定と記録を行う。
　　　③データをどう読むのか？
　　　　　SRP後の治癒形態をプロービングによって理解する。
　　　　　歯周ポケットの減少量（mm）－ 歯肉退縮の量（mm）＝ 付着の獲得になる。

　　　④プロービング時の出血
　　　　　歯肉からの出血が減ると付着喪失のリスクが少なくなる。
　　　　　逆に，BOP率の高い患者さんでは更にBOP率が上昇する。

　２．歯周基本治療のレベルアップ（宮本衛生士）
　　　①SRPのコツ
　　　　　患者さんの頭頂の位置をヘッドレストの先に合わせる。
　　　　　キュレットは，親指・人差し指・中指の３本の指先で保持する。

歯肉退縮 深いポケット 付着の獲得
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　　　②インスツルメンテーションテクニックの問題点
　　　　　下顎前歯部は歯肉が薄いので傷つけないように，キュレットを水平にストロークする。
　　　　　歯石の硬さや量に合わせたシャンク（スタンダードかリジッド）を選ぶ。

　３．シャープニング（山本先生）
　　　①シャープニングストーンの種類
　　　　　アーカンサスストーンとインディアナオイルストーン
　　　　　モース硬度について。
　　　②スケーラーの各部名称

　　　③研磨状態の確認
　　　　　眼で見てホワイトラインが見えないレベル
　　　　　アクリリックのスティックで切れ味を調べる。
　　　　　エッジの切れ味の感覚
　　　　　削りカス（スラッジ）の色で判断する。
　　　④シャープニングの実際
　　　　　カッティングエッジが約70℃になるように研磨する。

＊今回，281名という今までにない参加者数となりました事を先ず以て御礼申し上げます。
　また，参加者多数のためホールに入れなかった方もおられ，ホワイエでの聴講になってしまった事を
　心よりお詫び申し上げます。 （神尾隆行）

＊シャープニングのゴール
　切れるカッティングエッジを作る
　角度と形を変えない
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お知らせ

平成26年度岡山県歯科医師会秋季歯科医学大会

　上記の内容で平成26年度岡山県歯科医師会秋季歯科医学大会を開催いたします。今春より保険導入さ

れたCAD/CAM冠を中心に坪田有史先生に講演していただきます。また，CAD/CAM冠についての届け

出用紙，保険の算定方法などの資料も配布する予定です。是非ご出席くださるようお願い申し上げます。

　　　日　　時　　平成26年11月16日㈰　10時～ 12時半

　　　会　　場　　岡山県歯科医師会　５階　大ホール

　　　演　　題　　「CAD/CAMと接着ー今，臨床に必要なものー」

　　　講　　師　　坪田　有史先生（東京都開業）

（抄　録）

　主に患者サイドからの審美的要求に対し，歯科接着と歯冠修復用材料の進歩により，様々なメタルフ

リー修復が可能となり，現在，実際に臨床応用が進んでいます。また，2014年度の社会保険診療報酬改

定で小臼歯に限定されたハイブリッドレジンブロックを用いるCAD/CAM冠が新たに保険収載されま

した。これは2009年４月９日に先進医療として承認された「歯科用CAD/CAMシステムを用いたハイ

ブリッドレジンによる歯冠補綴」からの保険収載です。すべての歯冠補綴装置に存在する臨床上のメリ

ット，デメリットはCAD/CAM冠にもあり，その選択には理解と注意が必要です。他方，金銀パラジ

ム合金の代替材料としてメタルフリーの歯冠補綴が新たに行政側から示されたとはいえ，今後の動向に

も注意が必要です。

　メタルフリーで使用されるハイブリッド型コンポジットレジン，あるいはセラミックスは各材料，各

システムでその物性や特性は異なっています。また，CAD/CAM法での製作は，各システムによりスキ

ャニング方法，形成バーのサイズ等が違い，それらの制限により推奨される支台歯形態が各システムで

違っているため，その理解が必要です。

　本講演では，メタルフリー修復の周辺を材料学見地，また臨床術式などについて紹介します。さらに

メタルフリーの支台築造であるファイバーコアを中心に歯科接着およびMinimal intervention（MI）の

コンセプトに基づく支台築造の現在の考え方について解説させて頂きます。すなわち，支台築造から歯

冠補綴装置まで，歯科接着を中心に，使用している材料名を上げながら実際の臨床の一端を紹介させて

頂きます。そしてご参加された先生方の臨床に，また先生方が治療される患者様のために少しでもお役

に立てればと考えています。
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スタッフの定期健康診断は必ず実施？
　労働安全衛生法は，スタッフの健康保持のため雇用主に対して，常時雇用するスタッフを雇い入れ時
と，その後１年以内毎に定期に健康診断を実施することを義務付けています。
　また，労働安全衛生法が健康診断の実施を義務付けているのは，“常時雇用するスタッフ” となって
いますが，パートタイマーであっても，下記２項目のどちらにも該当する場合は，正規のスタッフと同
様に健康診断を実施しなければなりません。

１．期間の定めのない雇用契約により雇用されているもの（ただし，期間の定めのある雇用契約によ
り雇用されているものであって，契約の更新により原則として１年以上雇用されることが予定
されている者および１年以上引き続き雇用されている者を含む）

２．雇用期間の定めに関わらず，１週間の所定労働時間が正規スタッフの４分の３以上である者

歯科医師国保の生活習慣病健診・特定健診を活用すると下記の補助が受けられます。
１．全加入者　　　　　　　　　　　１,２００円
２．節目健診（５の倍数の年齢時）  ３０,０００円　（１．との併用可　　　　最大３１,２００円）
３．特定健診（40歳以上65歳未満 ） 　７,０２０円　（１．と２．との併用可　最大３８,２２０円）

　スタッフ同士に不平等感をつくらないために要件に該当しないスタッフにも健康診断を実施することを
検討してはどうでしょうか。

医療管理ニュース  Vol.40



ー 22 ー

J. ODA  vol.813     ’14-10

スタッフレベルアップ研修会
歯科の世界はこんなに面白い 　パートⅡ

「ふしぎ・ふしぎ　噛むことと健康」
　“朝，ぬるま湯で口をすすぎ，塩で歯グキを磨き，お湯で20 ～ 30回口をすすぐ，このすすいだ

お湯を粗布でこし，お椀に入れる。“これが “ある薬” になると書かれているのです。

　さてみなさん！　以下の，どの薬になると思いますか？

１：風邪薬　　２：目薬　　3：毛生え薬 　　　　　　　　　　　　　　　（岡崎先生　抄録より）

　前回大好評を頂いた岡崎 好秀先生の第２弾「歯科の世界はこんなに面白いパートⅡ」今回も歯

と口，それに小児歯科臨床さらには食育にまつわる深イイ話，元気になる話，泣ける話，そして少

しだけ役に立つ話を交えながら，歯科医療の持つ意味について一緒に考えたいと思います。

　スタッフレベルアップ研修会を下記の通り開催します。お誘い合せの上ご参加下さい。

日　時　　平成26年11月30日㈰　10：00 ～ 12：00

場　所　　岡山県歯科医師会　５階　大ホール

演　題　　歯科の世界はこんなに面白い「ふしぎ・ふしぎ　噛むことと健康」

講　師　　岡崎　好秀 先生 （モンゴル健康科学大学　客員教授　前岡山大学病院小児歯科　講師）　

対　象　　会　員・従業員

医療管理部

日曜・祝日の開館予定日 ○ 開館予定　× 閉館予定

お知らせ

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

	 5日㈰	 12日㈰	 13日（月・祝）	 19日㈰	 26日（日）
	 ×	 ×	 ×	 ○	 ○
	 	 	 	 10：00～14：00	 10：00～16：00

10 月

11 月
	 2日㈰	 3日（月・祝）	 9日㈰	 16日（日）	 23日㈰	 24日（月・祝）	 30日㈰
	 ×	 ×	 ×	 ○	 ×	 ×	 ○
	 	 	 	 10：00～16：00	 	 	 10：00～12：00
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今大会も前年に引き続き東日本大震災復興支援チャリティー大会として企画させていただきます。
初参加の先生大歓迎です。一緒に汗を流しましょう！
下記の要領で開催します。多数のご参加をお待ちしております。

記
日　時　平成26年11月３日（月・祝）　文化の日　 9：30 ～ 16：00
場　所　ハチヤテニスコート（砂入り人工芝）
　　　　岡山市北区富原1297　／ TEL 086︲252︲1694
参加費　3,000円
申込先　申込用紙にご記入の上，10月24日㈮までにお申し込み下さい
その他　・参加者の方には後日詳しい案内を送ります
　　　　・ご不明な点はテニス担当者まで連絡ください

テニス担当　　武内典之　TEL/FAX 0869︲93︲0118
　　　　　　　大村満晴　TEL/FAX 086︲223︲1519

平成26年度  レクリエーション大会のご案内
（東日本大震災復興支援チャリティー大会）

テ　ニ　ステ　ニ　ス

ゴ　ル　フゴ　ル　フ

健康体操・ヨガ健康体操・ヨガ

麻　　　雀麻　　　雀

麻雀卓を囲んでの懇親会！豪華賞品，軽食・飲み物を用意しております。
ご参集をお願い申し上げます。

記
日　時　平成26年11月１日㈯　　
集　合　午後６時
場　所　てんぱいくん（岡山高島屋北側）
　　　　岡山市北区本町1-10　第６三信ビル　３階 
　　　　☆１階はおにぎり屋さん（できたおむすび米米）
　　　　TEL 086︲232︲5927
　　　　※お車は民営の駐車場をご利用ください
参加費　3,000円　　　
申　込　申込用紙にご記入の上，10月29日㈬までにお申し込み下さい　　　

※参加者の方には，後日詳細をご送付致します

◎今年度もチャリティー大会として，募金のご協力をお願い致します

ご不明な点は担当　浅野（TEL 090－1337－0345）
　　　　　　　　　小野（TEL 090－2293－3618）までお問合わせ下さい
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　岡山市歯科医師会
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　御津歯科医師会

平成26年度　御津歯科医師会親睦旅行（東京）
　７月20日，21日に御津歯科医師会親睦旅行で東京へ行ってきました。

　朝８時過ぎの新幹線で東京に向かい，到着後永田町へ移動，国会議事堂を見学しました。係員から有

名な中央階段，中央広間，そして参議院議場内を細かく案内していただき，見学後には石井みどり先生

とも記念撮影やお話しをすることができたうえ，国会ゆかりのお土産もいただきました。先生は当日午

前中まで高知で公務だったそうで，ご多忙なところ都合をつけていただき，本当にありがたい限りでし

た。その後，夕食は赤坂で本格四川料理を食べながら，楽しい歓談の時間が持てました。

　初日は曇りがちで夕立が降ったりしましたが，二日目は前日と打って変わって快晴で東京スカイツリー，

浅草寺，浅草演芸場としっかり下町を満喫し，あっという間に帰りの新幹線といったところです。短い

時間でしたがとても充実した時間が過ごせました。

　今後も日常から少しでも解放され，見聞を広めつつ，会員間のつながりが深まるような旅行ができれ

ばと思っています。最後になりましたが，今回の親睦旅行は本会会員で吉備中央町町議会議員でもある

石井雅之先生に企画，準備などでご尽力いただきました。先生，本当にありがとうございました。

（土肥範勝）

地区歯科医師会だより



ー 26 ー

J. ODA  vol.813     ’14-10地区歯科医師会だより

　吉備歯科医師会

ご存知ですか？「高松城水攻め」ゆかりの地を巡る
　現在放映中のNHK大河ドラマ「軍師・官兵衛」で一躍有名になった備中高松城跡。天正10年（1582）年，

天下統一を目指す織田信長は中国地方制覇を目指し，羽柴秀吉の軍勢三万を率いて毛利領の備中国に侵

入してきました。毛利勢との備中国境の7城での攻防が続き，最後まで残ったのが周囲を沼地で囲まれ

た難攻不落な備中高松城（城主：清水宗治）でした。秀吉は黒田官兵衛の進言により「水攻め」という

奇策を僅か12日間の築堤工事の末敢行します。徐々に水浸しとなり慌てる城内，打つ手なく手をこまね

くばかりの毛利軍。しかし羽柴側にも「本能寺の変」の知らせが届き事態は急変！・・・この「高松城

水攻め」は吉備歯科医師会のエリア内を中心に展開されました。落城から400年以上経ちましたが，当

時の遺構は今でも垣間見ることができます。ちょっと散策してみましょう。

・備中高松城跡　本丸・二の丸・三の丸より成る平城で周囲は

広範囲に沼で囲まれており，外部との連絡道として三の丸に川

舟を並べて舟橋を造り必要に応じて撤去できる仕掛けになって

いたとされています。水で囲まれた，まさに難攻不落の城でし

たが，毛利・織田の和議の条件にて城主・清水宗治は舟上で切腹。

現在本丸跡には宗治の首塚が残り，二の丸跡には資料館（無

料！）があります。また城跡周囲は公園として整備されており，

毎年６～７月頃には堀の宗治蓮が見頃となります。本丸跡北詰

にある清鏡庵の「宗治饅頭」をお土産にどうぞ。□P あり。

・蛙ヶ鼻堤防跡　高松稲荷の大鳥居より東へ約300ｍの石井山山

麓に，僅か12日間で築き上げた水攻め用の堤防の東端の跡が一

部残っています。伝承では高さ７ｍ，幅22ｍ，総延長は３km

強とされています。現在は史跡公園として杭列などの堤防の遺

構も展示されています。また石井山山腹には秀吉本陣跡，太閤

岩等の遺構も残っています。ここで黒田官兵衛の名セリフ「殿

（秀吉）の御運が開けましたぞ！明智光秀を倒して天下をお取り

くださいませ！」が発せられたとされています。□P あり。

・足守川水取口遺跡　築堤工事完成後に足守川の川流を閉鎖し，

折からの梅雨で増水した川の水をここから堤防内に引き入れて

大湖水を完成させて備中高松城を完全に孤立させました。現在

JR足守駅東南側の足守川堤上に巨木と碑が立っています。

備中高松城跡

備中高松城水攻め布陣図

蛙ヶ鼻堤防跡
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・冠山城跡　毛利側の備中国境７城のひとつ（標高約40ｍ）で，かなり羽柴軍も手こずりましたが，城

内の失火に乗じて加藤清正が一番槍を果たして本丸に突入し，城主・林 重真は切腹。冠山城は陥落し

ました。また黒田官兵衛の長男・黒田長政が初陣を飾った戦とされています。現在は山頂の本丸跡にひ

っそりと供養塔と碑が建立されています。その下方に二の丸，三の丸らしき遺構も残りますが（案内看

板あり），藪が多く解りづらくなっています。

・宮地山城跡　足守・近水園の裏山山頂にあった砦です。備中

国境７城の北端に位置し，冠山城落城後に城主・乃美元信は投

降，開城しました。現在は私有地になっているため残念ながら

山頂には登れません。なお近水園は秀吉正室・おね（高台院）

の出所の木下家ゆかりの地で，特に紅葉の時期はおススメです。

足守小学校付近に□P あり。

・庚申山・吉川元春陣所跡　岡山総社ICの南側に見える電波塔のある山（標高74ｍ）です。ここに毛利

元就次男・吉川元春が砦を築いて羽柴軍に対抗しました。備中高松城から最も近い位置にあり，足の不

自由な黒田官兵衛と毛利軍の使者・安国寺恵瓊との密談・交渉の場であったのかも知れません。現在山

頂付近には帝釈堂が建立され，毘沙門天を刻んだ巨大な磨崖石仏が出迎えてくれます。庚申山中腹に□P 

あり。

・盲塚　「本能寺の変」を毛利側に伝えるべく，明智光秀が毛利側に向けて放った使者でしたが，備中

国に入って羽柴側に捕えられ一刀の下に成敗された藤田伝八郎の供養塔とされています。R180号沿い喫

茶コマンド付近の鼓山山麓にひっそりと立っています。しかし道は途中までで，用水路とJR吉備線が

行く手を塞いでおり，遠くから眺めるのみです。わき見運転にくれぐれもご注意ください。

・吉備津神社　古くから由緒あるこの神社は，羽柴秀吉軍の備中侵略を前に高松城主・清水宗治が戦勝

祈願に参拝したとされています。宗治の銘を打った太刀も奉納されています。本殿及び拝殿は国宝指定

で，温羅伝説や御釡殿の「鳴釡神事」などパワースポットとしても有名です。初詣にも是非ご参拝くだ

さい。□P あり。

・猿掛城跡　毛利軍後詰の総大将・毛利輝元が布陣した標高230ｍの山城です。倉敷市真備町と矢掛町

との境で，小田川の南側に位置しています。山頂の本丸付近は６段で構成されていて一部では石積みら

しき遺構も残っています。井戸跡も確認されます。さらに３つの出丸も有する県南では屈指の山城であ

ったと思われます。しかし登山道等の荒廃が激しく，山頂への登山にはかなりの勇気が必要です。小田

川河川敷□P 可能。

　このように吉備歯科医師会のエリアは，いにしえの古代から栄えた地であり，色々な歴史を刻んでき

ました。皆様もこういう機会に約400年前の戦国時代に思いを馳せてみてはいかがでしょうか？なお夏

場の山城訪問は鳥獣類等に十分注意してくださいね！ （モニター　亀山達弘）

地区歯科医師会だより

宮地山城跡
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　新見歯科医師会

学校保健会新見支部研修会に参加して
　去る８月21日㈭に岡山県学校保健会新見支部は「まなび広場にいみ」学習室で研修会を開きました。

講師に県歯公衆衛生部副委員長の柴田宏先生をお招きして，「ほんとうは楽しい学校歯科保健パート２」

と題して講演をしていただき，新見市内の医師，歯科医師，薬剤師，学校教諭など約30名が参加しまし

た。

　柴田先生は出身が新見市千屋ということもあって地域性も十分に把握されていて，硬軟織り交ぜた学

校保健に役立ちそうな話をしていただきました。

　資料として講演のスライドの画像と柴田先生が作成された「中学生，高校生のための歯周病読本，歯

周病ってなんだ？」と題したリーフレットを配布していただきました。リーフレットは中高生のみなら

ず成人（教諭）にも役立ちそうな内容で，小学校の養護教諭も興味を持って見ていました。

　また，リーフレットのデータは県歯会員ページよりダウンロードして使って構わないとのことで，学

校保健活動に活用していきたいと思います。

　今回の研修会は後日，地方新聞に掲載され，地元のケーブルテレビでも放映されました。このことに

より参加者のみならず地域に対しても学校保健活動が啓発できました。これから更に学校歯科保健を推

し進めていきたいと思います。

（モニター　池田　正）
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｢年を重ねて｣
児島歯科医師会	　藤原　英修

　私が児島で開業して早30年が来ようとしている。後２年もすると還暦に手が届く。年をとる事は仕方

ないし，人間皆平等に与えられたものだ。いつかはあちらの世界に旅立つ訳だし，老いて朽ちる自然の

摂理に添うがままだ。今までの人生をふり返ってみれば，自分なりに頑張ってきたつもりだが，満足し

たものであっただろうか。勉学に勤しんだ中学時代，勉学を忘れてハンドボールにのめり込んだ高校時

代，大学時代はラグビーとほどほどの勉学と楽しい東京生活。そして何の因果か（いや，運命の）知り

合った女性と結婚し，３人の子供に恵まれた。仕事も馬車馬のように働いてきた。ところがだ，60才を

目の前にして「自分にとっての人生のハイライトは何時だろうか」と思うことがよくある。もう過ぎて

しまったのか，まだこれから先にあるのか，一通りこなした感はあるが，これでいいものなのか。

　2014年の男性の平均寿命は80.21歳，過去最高を更新したそうだ。我が家の家系は，脳血管疾患。遺

伝子からして心配なので，血液サラサラ生活・３か月に一回の血液検査等，出来る範囲で元気生活を目

標にしている。と，こんな事ばかり考えていると気分がめいってくるので，年を重ねるということを前

向きに考えてみた。

①たくさんの経験を積み，若い時期には分からなかった事が理解・判断出来る様になる。

②年をとって，気分的な「ゆとり」と「諦め」を持てるようになる。

③心ばかりの年金を頂けるようになる。

④仕事をほどほどにして，自分の時間が少しずつ持てる様になる。等々…

なーんだ。考えてみれば，これからだって人生のハイライトが来そうではないか。気持ちの持ちように

よっては，人生はこれからも，これまで以上に輝くかも知れない。

　ある書物にこんな事が書いてあった。

　“あの頃は楽しかったと過去を振り返らず，未来

に向かって生きること” “予想外の出来事を楽しめ

る余裕のあること” “身なりに気を使い背筋がピン

としていること” この３点がより良い老年期を迎え

るコツと書いてあった。なるほど「一日一日を大

切に，頑固な性格を少し直して，可愛い老人目指

して頑張るぞー。人生そんなに長くない」（笑）

次回は大塚　淳先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。
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平成26年度　中国地区歯科衛生士養成機関連絡協議会報告

　標記協議会が，平成26年８月２日㈯，広島

市，広島県歯科医師会館において開催され

た。本協議会には，全国歯科衛生士教育協議

会に加盟する中国地区歯科衛生士養成機関，

11校の管理・運営者および専任教員が参加し，

本学院からは，藤井 龍平学院長始め７名が

出席した。

　来賓として出席した全国歯科衛生士教育協

議会副会長，遠藤 圭子先生は挨拶の中で，

未だに歯科衛生士教育における「歯科衛生課程」に対する理解や取り組みなどで混乱がみられる。し

かし，「歯科衛生課程：Dental Hygiene Process of Care」は決して特別なものではなく，歯科衛生士

業務を行う１つの道具として捉えて欲しいとの説明があった。

　協議，意見交換に先立って行われた講演では，広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授，二川 浩樹

先生が「プロバイオティクスの口腔への応用」と題して行った。その内容は，口腔内の微生物同士の

相互作用を応用して，高い抗齲蝕菌作用と抗歯周病菌作用，そして抗カンジダ作用を持つ食品開発の

過程と成果であった。

　協議では，役員選出，次年度当番校について話し合われ，次年度は本学院が担当することに決定し

た。また，協議題としてネットトラブルに対する学生への指導法が取り上げられ，各校におけるSNS

による学生のトラブルが紹介され，それらに対する学生指導について種々の意見が出された。次に，

各校から提出された15題の聴取事項について意見交換が行われた。その中で，最近の学生アルバイト

に対する指導や対応，歯科衛生士国家試験対策，入学者減少に対する対策などについて意見交換が行

われた。

（教務部長　竹下信義）



ー 31 ー

J. ODA  vol.813     ’14-10

			杉
すぎ

　　　容
よう

 岡山市歯科医師会
 三浦歯科
 〒700-0842 岡山市北区船頭町10
  TEL（086）231－1468　　FAX（086）231－1469
  生年月日　　昭和34年７月５日（55歳）

  出身大学　　大阪歯科大学（33回生）

経歴・職歴 1985年３月　大阪歯科大学卒業
 　　　４月 　岡山大学歯学部小児歯科　入局
 1994年４月 　岡山大学歯学部小児歯科　対局
 　　　４月 　三浦歯科医院　勤務
 2014年７月 　三浦歯科　開院
　　　　　　　　現在に至る
入 会 日 平成26年８月１日
趣　　味 ピアノ
抱　　負 ７月に病気療養中であった父，三浦　晣が他界し，後を継いで三浦歯科をさせていただきます。

諸先輩方の，あるいは後輩の方々にこれからも御指導をお願いし，精進してまいります。
 どうぞよろしくお願い致します。

新入会員 紹介

		山
やま

	本
もと

　康
やす

	史
し

 岡山市歯科医師会
 山本歯科クリニック
 〒703-8256 岡山市中区浜355
  TEL（086）273－4212　　FAX（086）273－0747
  生年月日　　昭和54年１月９日（35歳）

  出身大学　　長崎大学歯学部

経歴・職歴 2006年３月　長崎大学歯学部卒業
 2006年５月　長崎大学附属病院研修医
 2007年４月　むかえだ歯科クリニック勤務（東京都）
 2014年４月　山本歯科クリニック開院
 現在に至る
入 会 日 平成26年８月１日
趣　　味 読書
抱　　負 岡山県歯科医師会に入会させていただき，ありがとうございます。
 これまで東京都内の歯科医院にて経験を積んできましたが，この度父の歯科医院を改装し山本

歯科クリニックを開院させていただくことになりました。お口の健康づくりのパートナとして父のよ
うに地域に根付いた歯科医院にしていけるよう努力していきたいと思います。ご指導，ご鞭撻の
ほどよろしくお願い致します。
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岡山県歯科衛生士会よりセミナーのご案内

　 来る平成26年11月に『シャープニング・SRP実習セミナー』を開催いたします。

　少人数制のマネキン実習を行います。グレーシーキュレットの操作はもちろん，シャープニング実習

も行います。この機会にしっかり学んで日常業務に活かしてみませんか？

■　分　　野：Ａ臨床研修コース　ａ歯周治療の基本技術（５単位）※日衛認定更新生涯研修

■　開催日時：平成26年11月16日㈰　10：00 ～ 16：00

■　開催場所：南ふれあいセンター　第一研修室　岡山市南区福田690－１

■　定　　員：20名（歯科衛生士会会員優先となります。ご了承ください）

■　参加費用：歯科衛生士会会員　6,000円，歯科衛生士会非会員　10,000円

■　内　　容：テーマ　～グレーシーキュレットを使いこなそう～ 

　　講　師　近藤　ひとみ 先生

　　　　　　（ヒューフレディ社公認インストラクター　歯科衛生士）　

持参品

□　ヒューフレディのグレーシーキュレット　①～④　各１本

　　①　オリジナル（スタンダード）1/2　or 5/6

　　②　オリジナル（スタンダード）7/8

　　③　ＦＩＴ　11/12

　　④　ＦＩＴ　13/14

□　アーカンサスストーン　　　　　□　プラスチックテストスティック

□　シャープニングオイル　　　　　□　ミラー

□　昼食　　　　　　　　　　　　　□　白衣

　　　　　※ 貸出品はございません。お持ちでない物は事前にご購入をお願い致します。

　　　　　※ ①～④は，ヒューフレディ社の物をお持ち下さい。

〈お問い合わせ・申込み先〉岡山県歯科衛生士会事務局までメールかFAXにてお願いいたします。

メール　momo.odha@gamma.ocn.ne.jp　　　FAX　０８６－２２４－００３９

歯科医院名、申込み者名、岡山県歯科衛生士会会員・非会員、連絡先を明記の上

お申込み下さい。　　　※締め切り　10月25日㈯　必着
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故   阿部　和弘　先生

　享年73才（平成26年８月10日ご逝去）

　玉野市用吉1682

故   横山　五郎　先生

　享年99才（平成26年８月13日ご逝去）

　岡山市北区南方２丁目１－26

故   岡田　一道　先生

　享年104才（平成26年９月５日ご逝去）

　倉敷市玉島１丁目６－43

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます

８月末日現在　正会員数1,029名

◎新入会員（詳細は新入会員紹介のページ）

　杉　　　容　正会員　岡山市　P14

　山本　康史　正会員　岡山市　P22

◎死　亡

　横山　五郎　正会員　岡山市　P22

　岡田　一道　正会員　玉　島　P38

　阿部　浩作　正会員　玉野市　P43

（Ｐ＝会員名簿のページ）
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１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保7月診療の窓口分を含む総診療費　　を控除）

　　⑵ 平成26年度本会会費第２期分 （35,000円）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成25年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（11月分）

　　⑵ 福祉共済保険料（11月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

10月の収納金

８月　会の動き

１日 編集委員会（集稿）
 病態マニュアル作成小委員会
２日 審査・検討小委員会
 社会保険部検討委員会
 新入会員社保研修会
 本会学院　平成26年度中国地区歯科衛生士養

成機関連絡会議（広島）
４日 公衆衛生部　岡大　飯田先生と打合せ
 公衆衛生部正・副委員長会
 平成26年度総合防災訓練第１回担当者会議
 中国地方社会保険医療協議会（広島）
５日 医療管理部小委員会
 学術部正・副委員長会
 社保研修会
７日 理事会
 編集委員会（初校）
 県南東部圏域救急体制推進連絡協議会
 岡山県警鑑識課長と面会
 第７回日本口腔検査学会総会・学術大会長と

面会
 医療管理部　㈱メッドと面会
８日 損保ジャパンとの懇談会

11日　支払基金幹事会
20日 編集委員会（二校）
 公衆衛生部正・副委員長会
 第60回中国地区公衆衛生学会
21日 理事会
 岡山県学校保健研修会
 医療管理部　全日空ホテル・国際交流センタ

ー視察
 医療管理部　㈱メッドと打合せ会
 岡山県保健福祉部健康推進課参事と面会
23日 編集委員会（終校）
 第13回警察歯科医会全国大会（徳島）
 歯科所見による身元確認（個別識別）研修会

（徳島）
 日歯　平成26年度生涯研修セミナー講演形式

視察（～ 24日　広島）
 平成26年度第2回中国地域学術担当者連絡協

議会（広島）
 「在宅訪問歯科診療の戦略的展開のための専

用ポータブル歯科診療器材パッケージ」意見
聴取会

 本会学院　推薦入試Ａ
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24日 中国地域歯科医学大会（広島）
25日 摂食嚥下リハビリテーション従事者研修会反

省会
26日 中国地方社会保険医療協議会岡山部会
 新たな財政支援制度検討部会
 学術部正・副委員長会
 医療管理部小委員会
 警察歯科医会小委員会
27日 医療管理部正・副委員長会

 公衆衛生部会
28日 理事会
 岡山県警ポータブルＸ線撮影装置稼働実習
 カートップと面会
29日 岡山女性歯科医の会　理事会
 本会学院　推薦入試合否発表
31日 平成26年度総合防災訓練（岡山港）
 岡山市四師会懇親会

10月・11月　本会の予定

10月１日 編集委員会（集稿）
 日歯第2回学術・生涯研修委員会
　　２日 理事会
　　４日 社会保険部　審査・検討小委員会
 社会保険部　検討委員会
 中国地域歯科医師会連合会親睦野球大

会前夜祭（広島）
 おかやま元気まつり（～５日）
　　５日 中国地域歯科医師会連合会親睦野球大

会（三次きんさいスタジアム）
 平成26年度近畿・中国・四国口腔衛生

学会シンポジウム
　　８日 警察歯科医会小委員会
　　９日 理事会
 編集委員会（初校）
　　11日 「はぐくみ岡山」グリーンヒルズ津山
 平成26年度スポーツデンティスト養成

講習会（東京）
　　14日 支払基金幹事会
　　16日 理事会
 編集委員会（二校）
 岡山大学歯学部同窓会岡山県支部「社

保講習会」
　　18日 明海大学歯学部同窓会岡山県支部「社

保研修会」
 本会学院　推薦入試Ｂ
　　19日 厚生部文化事業部会「健康体操・ヨガ」

　　22日 本会学院　推薦入試Ｂ合否判定委員会
　　23日 理事会
 編集委員会（終校）
 第78回全国学校歯科保健研究大会

（島根～ 24日）
　　25日 がん医科歯科連携講習会
　　26日 ＩＣＬＳ講習会
 第５回中国四国地方ＨＩＶ陽性者の歯科

診療体制構築のための研究会議（広島）
　　28日 医療管理部正・副委員長会
 岡山市歯科医師会救急蘇生講習会
 （～ 29日）
　　29日 平成26年度広島国税局管内税務指導者

協議会
　　30日 理事会
 平成26年度岡山県保健衛生功労者表彰式
 日歯会長選挙人抽選会
　　31日 岡山女性歯科医の会理事会

11月１日 編集委員会（集稿）
　　２日 都窪歯科医師会「第15回つくぼ・お口

の健康8020フェア」
　　６日 理事会
 第64回全国学校歯科医協議会（石川）
　　７日 第64回全国学校保健研究大会（石川）
　　８日 第35回全国歯科保健大会（大阪）
 「はぐくみ岡山」イオンモール倉敷
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　　13日 理事会
 編集委員会（初校）
　　14日 平成27･28年度「生きる力をはぐくむ

歯・口の健康づくり推進事業」
　　19日 医療管理部正・副委員長会
　　20日 理事会
 編集委員会（二校）

　　22日 平成26年度日本歯科医療管理学会中国
支部第２回役員会（島根）

　　23日 平成26年度日本歯科医療管理学会総
会・学術大会（島根）

　　26日 編集委員会（終校）
　　27日 理事会
　　30日 スタッフレベルアップ研修会

10月・11月　地区歯科医師会の予定

10月２日 岡山市　三役会
 津　山　定例会
　　３日 児　島　理事会
　　４日 岡山市　「第204回臨床放談会」
 （～５日）
　　５日 和　気　支部旅行（神戸日帰り旅行）
　　８日 玉野市　理事会
　　９日 玉　島　理事会
　　10日 岡山市　理事会
 笠岡市　理事会
　　12日 玉　島　支部旅行（～ 13日）
　　14日 新　見　理事会
　　15日 御　津　理事会
　　17日 都　窪　定例会
　　19日 吉　備　「吉備路お口の健康まつり」
　　23日 勝　英　定例会
　　24日 岡山市　理事会
　　25日 岡山市　「第47回十三大市歯科医師会

役員連絡協議会」
　　26日 岡山市　「歯ッピーフェア2014（天満屋

岡山店）」
 倉　敷　「訪問歯科セミナー」
 赤　磐　支部旅行
 浅　口　「浅口健康祭り」
 笠岡市　笠岡歯科技工専門学校「歯技

祭」・ブランチプロジェクト
　　28日 津　山　理事会

　　29日 真　庭　例会
　　31日 倉　敷　定例理事会（予）

11月２日 都　窪　「つくぼお口の健康8020フェア」
ゆるびの舎（早島町）

　　６日 津　山　定例会・臨時総会
　　７日 児　島　理事会
　　８日 和　気　「こども応援フェスタ＆ふれ

あい福祉祭り」　
　　９日 児　島　「歯っぴータウン児島」
 玉　島　「たましま歯と口の健康フェア」
　　11日 新　見　社保講習会・理事会
　　12日 玉野市　理事会
　　13日 玉　島　理事会
　　14日 都　窪　社保講習会
　　15日 井　原　親睦旅行（～ 16日）
　　16日　都　窪　「西ふれあいセンター祭り」

（健康の森）
　　19日 真　庭　社保講習会
　　21日 玉野市　社保講習会
　　26日 津　山　理事会
　　28日 倉　敷　定例理事会（予）
　　29日 児　島　忘年会
 和　気　岡大皆木教授出張セミナー・

社保講習会
　　30日 玉野市　ブランチプロジェクト
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　　「デング熱」

成年　　　今年の８月末におよそ70年ぶりに日本国内でデング熱の感染者が確認されて以来，認知

報告されているだけで140人を超えているようです。幸い命を落とすようなことまでにはなってい

ないようですが，急激な高熱に強い頭痛・眼窩痛など一過性の熱疾患でかなりしんどいようです。

また，安易にロキソニンなどのNSAIDｓを服用すると血小板の減少を起こし出血傾向を助長する報

告もあり，内服するならアセトアミノフェンを勧めています。やぶ蚊（ヒトスジシマカ）が媒介で

すが，地下街や地下鉄，大型施設など温度管理をされている場所によっては，１年中蚊を見るよう

になったと思います。やぶ蚊の発生源や生態も厄介で，地域の年平均気温が約11度以上であればこ

の蚊の定着は可能で，卵も乾燥してもある程度の水分が存在すれば再生し，人間以外の動物・鳥類・

両生類も吸血しているので，防ぎようがないです。また，蚊の越冬卵を少しでも多く残すために岡

山辺りでは，毎年９月中旬から10月中旬までが特に活発な活動期間になっているようです。ウイル

スや細菌の話題も増えていくに比例して衣食住も不安になっていきます。

栗
坂
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